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農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
？

　
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
対
象
に
、

農
業
を
や
め
る
方
や
農
業
の
規
模
を
縮

小
す
る
方
（
出
し
手
農
家
）
か
ら
農
地

中
間
管
理
機
構
（
公
益
社
団
法
人
神
奈

川
県
農
業
会
議
（
以
下
、
会
議
）
）
が

農
地
を
借
り
受
け
、
規
模
拡
大
や
新
規

参
入
を
図
る
方
に
貸
し
付
け
る
こ
と
に

よ
り
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め

る
事
業
で
す
。

　
農
用
地
利
用
集
積
計
画

　
　
　
（
相
対
で
の
契
約
）
の
廃
止

　
令
和
５
年
４
月
１
日
に
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

令
和
７
年
度
か
ら
農
用
地
利
用
集
積
計

画
に
よ
る
、
農
地
の
出
し
手
か
ら
受
け

手
へ
の
相
対
で
の
利
用
権
設
定
が
廃
止

さ
れ
、
会
議
を
通
し
た
貸
借
に
一
本
化

さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
会
議
を
通
さ
ず
、

相
対
で
の
契
約
を
行
っ
て
い
た
方
に
は

更
新
の
際
に
、
新
た
に
使
用
す
る
書
類

を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。
付
属
の
記

載
例
を
参
考
に
記
入
の
う
え
、
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　
お
問
合
せ
　

　
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
８
１
ー
７
８
０
０

農
地
中
間
管
理
事
業
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
総
会

　
　
11
月
25
日
、
12
月
25
日
、

　
　
１
月
27
日
、
２
月
25
日

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
・
面

積
は
左
表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

　
　
11
月
14
日
、
12
月
10
日

　
　
１
月
13
日
、
２
月
13
日
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農業者年金に加入しませんか

　☆次の要件を満たす方なら
　　　　どなたでも加入できます。

　　　　審　　議　　案　　件

耕作目的の売買・賃貸等 (3 条許可 )

市街化調整区域内の転用 (4、5 条許可 )

市街化区域内の転用 (4、5 条届出 )

利用権の設定

相続税納税猶予

   　
9,177
2,904
20,766

1,193

　 面積（㎡）

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
令
和
７
年
11
月
〜
令
和
８
年
２
月
）

件数
11
4
65
54
1

総会の主な審議案件と件数

2 万円

24 万円

36,000 円

48,000 円

73,000 円

6.7 万円

80.4 万円

121,000 円

162,000 円

244,000 円

通　常　加　入

102,353.4

政策支援加入

1 万円

12 万円

18,000 円

24,000 円

36,000 円

保険料

月　額

年　額

節税額

　

課税対象所得

195 万円以下

195 万円超  330 万円以下

330 万円超  650 万円以下

税　率

15.1％

20.2%

30.4%

　農業者年金は、農業の担い手のための公的年金
制度です。社会保障と個人の備えを組み合わせて
将来に備えましょう。

　・年間 60 日以上農業に従事
　・60 歳未満
　・国民年金第１号被保険者（国民年金保険料納
　　付免除者を除く）等

①確定拠出型年金で、加入者・受給者数に左右さ
　れない安定した年金
②保険料は月額２万円～６万７千円の範囲で、千
　円単位で自由に設定することができる。
③原則65歳から受け取る事が出来る終身年金
　80歳より前にお亡くなりになられた場合でも、
　80歳までに受け取るはずであった年金額の一部
　が遺族へ支給される。
④一定の要件を満たす方には保険料の国庫補助。
⑤支払った農業者年金の保険料全額が社会保険料
　控除の対象になり、将来農業者年金として受け
　取った年金も公的年金等控除の対象になる。

☆農業者年金の５つのポイント 
老後の備えは、　

　　　国民年金と農業者年金で！　

▲保険料支払いによる節税効果の例



○
佐
々
木
　
寛
　
治

▽
作
物
・
露
地
野
菜

♦
ひ
と
こ
と

　
は
だ
の
市
民
農
業
塾
を
修
了
す

る
に
あ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
方
々

の
ご
指
導
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
２
年
間
、
農
業
の

基
礎
か
ら
実
践
的
な
事
ま
で
、
様

々
な
事
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
は
農
業
塾
修
了
生
と
し
て
誇

り
を
持
ち
、
農
業
に
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
北
　
田
　
　
　
彩

▽
作
物
・
露
地
野
菜

♦
ひ
と
こ
と

　
２
年
間
の
研
修
を
終
え
、
農
家

と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
こ
と

に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
お
客

様
に
選
ん
で
も
ら
え
る
安
全
で
品

質
の
良
い
野
菜
を
作
る
こ
と
、
地

に
足
の
付
い
た
経
営
を
す
る
こ
と

が
目
標
で
す
。
今
後
、
微
力
な
が

ら
秦
野
の
農
業
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
中
　
里
　
義
　
男

▽
作
物
・
露
地
野
菜

♦
ひ
と
こ
と

　
講
師
の
伊
藤
先
生
や
研
修
先
の

三
武
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
定
年
退
職

後
の
入
塾
で
し
た
が
、
な
ん
と
か

修
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
美
味
し
く
、
新
鮮
な
野

菜
を
栽
培
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
地
元
の
先
輩
農
家
の
皆
様
の

ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
岩
　
渕
　
昌
　
高

▽
作
物
・
露
地
野
菜

♦
ひ
と
こ
と

　
６
年
前
の
湧
く
湧
く
農
園
か
ら

始
ま
り
、
人
と
の
出
会
い
で
此
処

ま
で
繋
が
っ
て
き
ま
し
た
。
農
地

が
欲
し
い
と
い
う
想
い
で
農
業
塾

で
学
び
、
栽
培
か
ら
販
売
方
法
ま

で
ご
指
導
を
頂
き
、
ま
た
夢
が
広

が
っ
た
想
い
で
す
。
ど
ん
な
農
業

が
出
来
る
か
考
え
な
が
ら
、
次
に

繋
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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な
農
業
を
学
ぶ
新
規
就

農
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
本
号
で
は
、
新
規
就
農
コ
ー

ス
を
修
了
し
市
内
で
新
規
就
農

す
る
４
名
の
修
了
生
に
つ
い
て
、

経
営
作
目
、
営
農
場
所
、
耕
作

面
積
、
今
後
の
農
業
に
対
す
る

意
気
込
み
等
を
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

市
民
に
対
す
る
、
本
市
独
自
の
サ

ポ
ー
ト
制
度
で
す
。

　
農
業
・
農
作
物
の
基
礎
知
識
を

学
ぶ
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
、
農

産
加
工
品
の
製
造
販
売
を
学
ぶ
農

産
加
工
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
、
新
た

に
農
業
に
参
入
す
る
た
め
実
践
的

　
　「
は
だ
の
市
民
農
業
塾
」（
塾

長
：
秦
野
市
長
、
副
塾
長
：
秦

野
市
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事

組
合
長
及
び
秦
野
市
農
業
委
員

会
会
長
）
は
、
新
た
な
農
業
の

担
い
手
づ
く
り
と
し
て
、
新
規

就
農
や
農
業
参
画
を
希
望
す
る

　○
講
師
か
ら
の
ひ
と
こ
と

　

　
伊
藤
総
司 

先
生

　
今
年
の
卒
業
生
さ
ん
は
、
小
さ
な

変
化
に
よ
く
気
づ
き
、
丁
寧
な
お
仕

事
を
さ
れ
る
方
々
で
、
私
も
学
ば
せ

て
い
た
だ
く
世
代
で
し
た
。
焦
ら
ず
、

誠
実
に
、
秦
野
農
業
を
支
え
る
貴
重

な
農
家
さ
ん
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

　
先
輩
農
業
者
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ

仲
良
く
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
！

は
だ
の
市
民
農
業
塾
修
了
生
紹
介
コ
ー
ナ
ー



　農
業
委
員
会
事
務
局
で
は

農
地
を
売
り
た
い
、
貸
し
た

い
と
い
う
方
を
対
象
に
農
地

銀
行
へ
の
登
録
を
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

　ご
登
録
い
た
だ
い
た
情
報

は
農
地
を
買
い
た
い
農
家
さ

ん
、
借
り
た
い
農
家
さ
ん
に

ご
提
供
し
、
現
地
を
見
て
い

た
だ
い
た
う
え
で
具
体
的
な

お
話
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
お
問
合
わ
せ

　
　
　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　（
農
業
委
員
会
）

　
　
　
　
８
１
ー
７
８
０
０

農
地
銀
行
に
つ
い
て

　１
月
下
旬
、
三
嶽
委
員
は
本
町
小
学
校
の
児
童
に
対
し
、
自
身
の
畑
で
土
づ
く
り
の
方
法
を
教
え
ま
し
た
。

　鶏
糞
、
牛
糞
、
下
水
道
処
理
後
に
発
生
す
る
汚
泥
を
肥
料
と
し
、
土
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
、
お
い
し
い
野

菜
を
消
費
者
へ
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
し
、
社
会
が
循
環
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

　授
業
の
後
半
は
児
童
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
時
間
で
、
最
終
的
に
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
盛
況
の
う
ち

に
終
わ
り
ま
し
た
。
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地域の農業

三
嶽
委
員

子
ど
も
た
ち
に
土
づ
く
り
を
教
え
る

子
ど
も
た
ち
に
土
づ
く
り
を
教
え
る



相
談
コ

ナ
ー

ー

（公社）神奈川県農業会議
農政活動協力金

ご協力ありがとうございました。

協力金額  784，5００円

　毎年お願いしている（公社）神奈川県

農業会議農政活動協力金につきまして、

本年度は 1，569 戸の農業者の皆様にご

協力いただきました。

　誠にありがとうございました。

　この農政活動協力金は、

（公社）神奈川県農業会

議が行う農政対策活動や、

各地区生産組合の地域農

政活動への助成等に充てら

れます。

反
し
た
場
合
は
10
万
円
以
下
の
過

料
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

相
続
登
記
の
義
務
化
は
い

つ
か
ら
始
ま
る
の
で
し
ょ

う
か
。

相
続
登
記
の
義
務
化
は
令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
４
月

１
日
よ
り
前
に
相
続
が
発
生
し
て

い
る
場
合
も
義
務
化
の
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
に
は
３
年

間
の
猶
予
期
間
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
農
地
だ
け
で
な

く
宅
地
や
雑
種
地
な
ど
全
て
の
地

目
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
登
記
簿

上
の
所
有
者
が
既
に
亡
く
な
っ
た

人
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
方
は
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
は
管
轄
の
法
務
局
ま
で
お

問
合
せ
下
さ
い
。
　
　
　

　
横
浜
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
　
西
湘
二
宮
支
局

　 

☎
０
４
６
３（
７
０
）１
１
０
２

　
相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

　 

☎
０
１
２
０（
１
３
）７
８
３
２

最
近
親
族
が
亡
く
な
り
、

農
地
を
相
続
し
た
の
で
す

が
、
登
記
を
す
る
必
要
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

「
民
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
３
年
法

律
第
24
号
）
」
に
よ
り
不
動
産
登

記
法
が
改
正
さ
れ
、
相
続
登
記
が

義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り…

①
相
続
（
遺
贈
も
含
む
）
に
よ
っ

て
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、

そ
の
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を

知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に

②
遺
産
分
割
協
議
が
成
立
し
た
場

合
、
こ
れ
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取

得
し
た
相
続
人
は
、
遺
産
分
割
が

成
立
し
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相

続
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
①
と
②
、
い
ず
れ
に
つ
い
て

も
、
正
当
な
理
由
な
く
義
務
に
違
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Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

有
害
鳥
獣
対
策
実
施
！

支援
センター
通信

▲  以前の講習会の様子

　
は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
１
月
23
日
、
市

内
で
動
物
駆
逐
用
煙
火
の
取
り
扱
い
講
習
会
を
開
き
ま

し
た
。

　
講
習
会
は
深
刻
化
す
る
鳥
獣
被
害
の
防
止
に
役
立
て

よ
う
と
、
定
期
的
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
14

人
の
受
講
者
が
参
加
し
、
神
奈
川
鳥
獣
被
害
対
策
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
等
の
指
導
の
も
と
、
動
物
を
追
い
払

う
煙
火
の
安
全
な
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。



令
和
８
年
２
月
12
日
（
木
）
に
「
令
和
７
年
度
中
地
方
農
業
委
員
会
連
合

会
視
察
研
修
会
」
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
度
の
研
修
会
は
静
岡
県
静
岡
市
の
「
Ｅ
Ｍ
研
究
所
」
を
見
学
し
、

有
用
微
生
物
を
用
い
た
持
続
可
能
な
農
業
に
つ
い
て
知
見
を
深
め
ま
し
た
。

視察の様子

中地方農業委員会連合会 令
和
７
年
度
視
察
研
修
会
を
実
施

令
和
７
年
度
視
察
研
修
会
を
実
施

　
能
登
半
島
地
震
か
ら
２
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
ら
れ

た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
く
復
興

が
で
き
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
春
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
季
節

に
な
り
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
桜
の

便
り
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

　 （
農
業
委
員
　
石
井
　
貞
員
）

編

記

後

集

　令和 7 年１月から令和 7 年 12 月までに

利用権設定により賃貸借された農地の賃借

料は、下表のとおりです。

※農地の10a あたりの最高額、最低額及び 

　それらの平均額を掲載しています。

※上記はあくまで基準ですので、最終的な

　賃料の決定は借主、貸主間の合意で決定

　します。

全
国
農
業
新
聞

農地の賃借料情報農地の賃借料情報

区
分
　
田　
　
畑

平均額
　　　（円）

最高額
　　　（円）

最低額
　　　（円）

データ数
　　　（件）

10,546

9,107

20,143

20,188

6,315

1,308

5

37

　全国農業新聞は、最新の農業情勢の

提供と解説、先進農家の経営紹介、農業

入門など読んで役立つ情報が満載です。

　● 毎週金曜日（月４回）発行

　● 購読料　月７００円

　● お申し込みは、農業委員、推進委員、

　　または事務局まで。

農業委員会事務局　☎８２－９６５４

令和８年４月から
月900円 ）（

農業委員会だより 第155号 6


